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動詞の連体修飾法（2）
一一齒鞄Iな結びつきと状態的な結びつき一
高　橋　太　郎
　　　　　　　　　1前回の報告1）と今回の報告との関係
　前園は，動詞の連体修飾法kついて，その全分野をスケッチした。最初にその
ワク組みだけをここにもう一度かかげることにするが，その前に，今回用語を改
めるので，その修正点を示しておく。
　　　　（前回）　　　　　　　　　　（今回）
　　規定　　　　　　　一→結びつき
　　結びつきの形態　　　一一一一一・）F組み合わせ（の形態）
　　修飾語　　　　　　→　カザリ
　　被修飾語　　　　　　一一一一）Fカザラレ
　修飾関係の，文法的形式の側面を「組み合わせ」，文法的意味の側面を「結びつ
き」と呼ぶ。たとえば，「私の住んでいる世界」は，「名詞を主語とし動詞を述語
とするカザリで名詞をかざる組み合わせ」であり，「その場所で行なわれる動作
でかざる結びつき」である。
　この基本的な用語の訂正によって，前回にのべた連体修飾法のカテゴリーの名
も一部訂正する。前回，連体修飾法を次の5種類に分類した。なお，（）内は前
回の用語である。
　A　叙述関係の結びつき（叙述規定）
　B　異体化の結びつき（具体規定）
　　例1　人が綾なザンギリで無腰で歩いてみるさま　（蒋47）
　C　内容づけの結びつき（内容規定）
　　例2　その患子が突然帰って来た夢　（時248）
　D　条件づけの結びつき（条件規定）
　　｛列3　　イ云馬旺穿に二7’臼つた二翌｝ヨ　　（裡ξ214）
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　E　連体修飾からの逸脱（形式規定）
　　例4　いくら心配して見たところで，：人は何うすることも出来なかった。（時299）
そして，Aについては，次のようなものを示した。
主体
　　例5　それを聞いた爽方（時63）
　対象
　　例6　人々のつかふ扇子　（桜51）
　梢手
　　例7　良太の世話になった勤王家　（時8）
　手段
　　例8　牛肉を包んだ薪聞紙　（千113）
　場所
　　例9　勝子のすむ家　（桜200）
　時間
　　例10教授達の家庭へ一難招待された夜（桜18）
　前凹は，主として，抽象的な結びつきであるB～Eについてのべ，Aについて
は，具体的な結びつきが抽象的なものへ移行する過程の問題にかかるわるものだ
けをとりあげた。今回は，Aについての問題を扱うことにする。
　資料は，前回の4書va　2書を加える。本稿の引用例は，出典を頭漢字で示し，
ページを数字で示す。
　　田山花町「時は過ぎ行く」岩波文庫
　　島崎藤村「桜の実の熟する階」岩波文庫
　　島崎藤村「千曲州のスケッチ」岩波文庫
　　二葉亭四迷「其面影」岩波X葉亭全集
　　宮本百合子「道標」岩波文庫
　　野上弥生子「真知子（前編）」岩波文庫
　Aの内部を小分けする場合に，どの種類にいれてよいかわかりにくいものがあ
る。たとえば，次のようなものは，カザラレがカザリの主体であるのか対象であ
るのか，今のところはっきりしない。
　　例11小屋に近く繋いである舟　（桜72）
　　例12　其処へ寝かしてある生児　（時183）
　　例13大して気に入らない着物　（真41）
　　例14　気になっていた退学のこと　（真35）
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　また，たとえば次のようなものは，カザラレがカザリの場所のようでもあり，
主体のようでもある。
　　例ユ5淋しい疎林のある雪道（道186）
　　例16　畳を敷いた四畳半　（真48）
　　例17　蒔絵のある硯箱　（桜133）
　こうした，いくつかの種類の，カテゴリー分けに問題のあるもののうち，今回
は，場所か主体か？に関係のあるものをとりあげる。
2問　　題
　次にあげるような組み合わぜでは，いずれも，カザリが，カザラレの表わすも
のの申または表面に存在する動作（動詞で表わされるようなことがらを「動作」
といっておく。）を表わしている。その意味で，カザラレは，カザリとの関係で
場所的である。
　　例18　曲芸をやる劇場　（道180）
　　例15　淋しい疎林のある雪道　（道186）
　　例19　石に苔のついたその1」、道　（道129）
　　｛列16　　畳を敷ヤ、た四畳半　　（真48）
　　例20住む人の変った以蔚の田辺の家　（桜113）
　　例17　蒔絵のある硯箱　（桜133）　　　　　　・
　しかし，そうかといって，これらを全部，「その場所で行なわれる動作でかざ
る結びつき」といってしまうにはし’のびないものがあるQなるほど例18は「場所
名詞を，その場所で行なわれる動作でくわしくしている」といえるだろう。しか
し，例17になれば，ドモノ名詞を，その状態でくわしくしている」といったほう
がよさそうな気がするQそして，この両例にはさまれた四つの例は，その両方の
性質をかねそなえており，いわば中間に位するようである。
　一一例18と例17の結Pt’つきが違うなら違う根拠を見つけたい。そして，はさま
れた諸例が分けられるものならスパッと分けたい。分けられないとしても，体系
の中にきちんと位置づけたい。＝一というのが，本稿のねらいである。
　今あげた諸例はすべて前回にのべたカテゴリーAに属しており，カザラレの示
すモノゴトは，カザリの示す動作の成立に関係している。たとえばr曲芸をや
る」のはザ劇場」においてであって，これは「私が馬にのった話」（C）などとは
異なった結びつきである。
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　Aに属するものは，次のようにカザラレの文法的な形2）をかえてカザリの中に
入れることができる。（この場合，カザリの方の各単語の形態が変わることもあ
る。）このようにして，カザラレをカザリの方に入れこんだ場合，もし形のかえ
方（助詞のとり方）がかわれば，そのことがカザリとカザラレの結びつき方と何ら
かの関係を持っていると考えられる。
　　ユ8ノ劇場は曲芸をやる
　　19，その小道は石に苔：がついている
　しかし，おきかえ法にたよると，全部「は」をつける形が通り，そのほかに例
18は「で」，例15・16・17は「に」，例19・20は「の」をつける形でも通るので，
どちらがきめ手になるのかわからない。（この場合「は」が係助詞的でなく，総
主格を表わす格助詞的になるので，「に」や「で」と対等にはりあう。）
　その上，おきかえることは，組み合わせを変えることになるので，特徴発見の
手がかりにこそなれ，連体修飾そのものの法則とは直接に結びつかない。
　そこで，カザラレの性格，カザリの性格，カザリとカザラレの関係を直接みる
方法で，この問題ととりくもうとするのが，この稿である。
　なお，次のような組み合わせば，今回の考察の範囲に含まない。
　　例21　あたかも殖民地の村落のやうに三棟並んだ亜米利加人の教授の住宅　（桜124）
　　例22　自分の想像する世界　（桜182）
　これらは，いずれも，カザラレが場所を表わす名詞，あるいはそれに近い名詞
でできている。しかし，例21は，カザラレがカザリの表わす動作の主体を表わし，
例22は，カザラレがカザリの表わす動作の対象を表わしている。そして，2例と
も，カザリが，カザラレの表わすものの表面や中で行なわれる動作を表わしてい
ない。
　つまり；ここで「場所」かいなかを問題にするのは，カザリの表わすことがら
とカザラレの表わすものごとの関係についてであって，カザラレそのものについ
てではないのである。
3結びつきに接近するための観点
　結びつきを明らかにするためには，カザリとカザラレの組み合わせの形態の裏
付けがなくてはならない。そのためには，①カザラレの性格と，②カザリの性格
が検討されなければならない。
　カザラレの牲格　カザラレ名詞の語イ的意味の性格が場所性であるかモノ牲で
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あるかということが，結びつきのありかたにひびいているようである。
　　例23　牧場のあるところ　（千12）
　　例24　小さな油のある庭　（蒔273）
　　例25　窓のある小部屋　（桜171）
　　例26縦にケイのある実飛的な硬箋　（道107）
　　例27　角のある片仮名　（道156）
　　例28　引出しのある机　（資料外）
　　例29　員玉が三つあるものなあに　（考え物）
　上の例では，大体，上にあるものはカザラレ名詞の場所性が強く，下にあるも
のはモノ性が強い。そして「ところ」とrもの」は，それぞれの極となる抽象名
詞である。（なお，この両者は類概念を表わす抽象名詞であって，例23・29は，
ともに具体化の結びつきへの移行過程にあるが3），当面の問題の側面に関して
は，それとは独立に扱える。）
　また，これらの諸病の結びつきも，やはり上の方が場所的であり，下の方が状
　　ぬし態の主的であるようなので，ここに組み合わせと結びつきの相関が見られそうで
ある。
　例24のカザラレは「ところ」といいかえられるが「もの」といいかえられな
い。例28はその逆である。そして，例25は，その両方にいいかえることができ
る。このことは，各結びつきの特微を知る上での手がかりになるのではないか。
　また，例26～29のカザラレを「ところ」にすると結びつきが変化する。つま
り，「ケイのあるところ」「引出しのあるところ」というのは，便箋全体，机全体
でなく，ちょうどそれのある部分的箇所を示すことになる。ここに場所的な結び
　　　　　　ぬしつきと状態の主的な結びつきの違いのきめてがあるかに見える。
　ところが，「池のあるところ」といった場合にもこれと同じことがいえる。つ
まり，その「ところ」は庭全体の場合と，まさに池のある箇所の場合とがある。
「議事堂のあるところ」というのは，東京や千代田区をさす場合と議事堂の敷地
をさす場合がある。これが文脈における指し方の違いなのか，結びつきの違いな
のかということはすぐ｝こは断じがたい。場所の結びつきが箇所の結びつきだなど
というのは早計である。
　しかしともかく，カザラレがトコロへ抽象される語かモノへ抽象される語かと
いうことは，一つの有力な手がかりであろう。
　カザリの性格α）今問題にしている組み合わせの多くは，カザリが動詞と名詞
からできている。その名詞の，カザラレ名詞との関係が，結びつきのありかたに
44動詞の連体修飾法〔2＞
ひびいているようである。
　　例30　盆おどりのある小路　（資料外）
　　例3王　長火鉢空ある葦璽　（時ユ23）
　　例32i璽裟≦堕幽い遡（時133）
　　例33　歩道と車道のある道路　（資料外）
　　例34すこし勾配のある道（干33）
　　例35　不揃いなところに趣のある淋しい通り　（道26）
　　例36特徴のある道　（資料外）
　「盆おどり」は「小路」という存在物の外にあるものごと，「長火鉢」は「茶
の間」におかれたもの，「井戸」は「通り」にくっついたもの，「歩道と車道」は
r道路」の構成物，「勾配」やr趣」は「道」「通り」の持つ性質であり，「特徴」
は，そういう性質を類概念に抽象したものである。つまり，この語例の上のほう
は，カザリの中の名詞がカザラレの表わすものの実体の外にあるものごとを表わ
し，下のほうは，実感の内部に存在するものごとを表わす。
　そして，そのことのために，上のほうでは，カザラレがカザリの表わすことが
らの起こる場蕨を表わす結びつきとなり，下のほうでは，カザラレが，カザリの
　　　　　　　　　　　ぬし表わすことがらの状態の主を表わす結びつきとなるという傾陶が生じるのではな
かろうか。
　今，動詞が「ある」の場合についてのべたが，動詞を一定に：しなくても，その
傾向が出るようである。
　　例37　伸子の立っている庭　（道205）
　　例38　粉雪の降る．モスクワの衝　（道45）
　　例39墾華墨2エ：込な噛簸：（道15）
　　例40イ塗ムの変った以前の田辺の峯（桜113）
　　例41　陸稲の熟した畠　（晧283）
　　例42全治璽繁窯雌（時246）
　　例43　　舞i互～』」血』ま逮董菱蒙茎　　（桜51）
　　例44　：石に苔のついたその小道　（道129）
　　例45　大翼長所踏塗減らされzζその階段　（道49）
　上の例のうち，例37～39はカザリの中の名調がカザラレ名詞の表わすものの外
にあるものを表わし，例43～45は，カザリの中の名詞がカザラレ名詞の表わすも
のの部分であるものを表わし，例40～42は，その中聞的な性格を持っている。
　そして，そのカザリ名詞のカザラレ名詞に対する関係の性格・が，「ある」の場含
についてのべたのと同じように，結びつきのあり方にひびいているようである。
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　以上，例30～45についてのべた，カザリの中の名詞の性格は，カザラレに対す
る関係において成立する性格であるが，例34～36のカザリの中の名詞は，いずれ
もある種の特性を表わす抽象名詞であり，この種の名詞については，語イ的意味
の性格もかなりきくもののように思われる。
　また例37のように固有名詞は，逆にカザラレの表わすものの外にあるものとな
る傾向があるのではないかQ
　カザーljの性格②　カザリの中の動詞の性格も結びつきのありかたにひびくよう
である。
　　例46璽堂逆難i童．金撃方へ通墜道（桜116）
　　例47　かじかを追ひ廻した細い谷川　（桜102）
　　例48隙鐙殿様の佐んでみた田舎のお域　（時18）
　　例49　遺骸の寝かせてある隣の間　（時259）
　　例50三脚し塑椅子璽置いてない部屡　（桜81）
　　例51　硝子戸’のはまった雑誌社　（桜119）
　　例52　車よせのついた表玄関　（道26）
　「通う」「追い廻す！な：どは空間的な移動を表わす動詞であって，カザリにこう
いう動詞がくると，場所的な結びつきになりやすいようである。例53などは，そ
のために，入をあらわす名詞で作られたカザラレが組み合わせの中で，場所とし
ての家を表わすべく強いられている◎
　　例53　ポリニャーク夫婦の感じは伸子が語学の稽古に通ってみる1並工孟盗上ゴーリ
　　　　　エヴナの生活雰躍気とまるでちがってみた。（道157）
　「つく」「はまる」などは，岡じカザリの中の名調の表わすものをカザラレの表
わすものにくっつけて，その部分または所属物にする動作を表わしている。こう
いう動詞がくると，状態的な結びつきになるようである。例51・52の「雑誌社」
や「表玄閣」などは建物を表わすが，建物は場所的側面とモノ的側面を持ってお
り，こういう組み合わせの中ではモノ的側面が浮かびあがってくる。
　なお，例54では例52と異なって「玄関」が場所として働いている。
　　例54　もう心証捨吉は小父さんの家の玄麗に，よく取次に出ては御辞儀をして奥の方
　　　　へ客の名前を通したりその人の下駄を直したりした玄関に，片隅に本箱を並べて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょんぼり置いてそこを自分の小さな天地とした玄関に，情然と帰って来た自分を見つけ
た。（桜210）
例49～50は，例46～48と例51～52の中畑にあるもののようである。
このように，カザリの中の動詞の語イ的意味がくっつけ的であるかどうかとい
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うことが，状態的な結びつきであるかどうかにひびいていると考えられる。
　カザリの中の動詞の語イ的意味が意志的か無意志的かということも，結びつき
にひびくようである。
　　例55　良太のいる家　（時59）
　　例56　長火鉢のある茶の間　（晴123）
　「いる」も「ある」も存在動詞である。しかし「いる」は意志的であり，「あ
る」は無意心的である。このことから，「長火鉢のあるjが相対的に固定性をお
び，「良太のいる」が相対的に運動牲をおびる。そして，例55が場所的な結びつ
き，例56が状態的な結びつきに傾く。
　カザリの中の動詞が動作を表わしているか状態を表わしているかということ
も，結びつきにひびくようにみえる。
　　例57岡見のやうな人の生れた家　（桜195）
　　例58　結婚した裏の家　（時271）
　　例59　きょう額をかけるへや　（資料外）
　　例6◎青い瓢箪の生り下った隠者の住居のやうな門（桜214）
　　例61　気の晴れ晴れする室　（道190）
　　例62腰かけても坐っても麩食することの出来る気楽な運屋　（桜166）
　　例63曲人でも実力さへあれば，何んなにでも立身出世が出来る世の申　（蒔26）
　このことは，今までのべたことほどはっきりしないが，例57～59はなんとな：く
場所的な結びつきのにおいがこく，例60～63は，どことなく状態の結びつきの気
味がある。
　動詞のほうをみると前3例は特定時の動作を表わし，後4例は時を限定しない
状態を表わしている。今のところ，この違いが，動詞の語イ的意味の性格と文法
的性格（テンス・アスペクト）とのどういうからみあいによって生じたものか，
よくわからない。
　カザリの性格（3）今までカザリの中の名詞と動詞を別々に取りあげてきた。こ
れらは，どちらも，結びつきのありかたにひびく要素としての意味を持っている
が，組み合わせの構造としては，それぞれが別々に働いているのではない。
　　例64衆の吹き荒ぶ林　（時12）
　例64では，「凧の」と「吹き荒ぶ」がめいめいに「林」を修飾しているのでな
く，「凪の吹き荒ぶ」が全体として「林」を修飾しているのである。そういう意
味で，名詞と動詞のいっしょになったものとしてのカザリの性格について考える
必要がある。カザリの中の名詞の，カザラレ名詞に対する性格にしても，動詞の
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参加においてはじめていえることである。たとえば，例45ではr大理石」は「階
段」の部分であるが，例45ノでは，部分でない。
　　例45’遡盤運ぴあげら麹ζ勤の階段　（資料外）
　カザリの中の動詞の性格も，カザリの中の名詞の参加においてきまり，従って
カザリ全体としての牲格がかわることがある。
　　例65　三訂ρな塾　（千56）
　　例66　赤児と共に綴って稽た部屋　（桜163）
　上の2例は，カザリの申の動詞がともに「籠る」であるが，カザリの申の名詞
の性格によって，例65では「籠る］が無意志的な意味を実現し，例66では意志的
な意味を実現している。そのことによって，例65ではカザリが状態を表わし，例
66では動作を表わしている。その結果，例65は状態的な結びつきに傾き，例66
は，場所的な結Pt’つきに傾くQ
　次のような組み合わせでも，カザリの名詞と動詞がいっしょになって，カザラ
レの表わすものの構成の状態を表わしている。
　　例67　こまかく粒のそろった字面　（道203）
　　例68　熱心と不安のまじりあった二二　（道128）
　このように，名詞と動i講のいっしょになった形でカザリ全体として，部分性・
状態牲・運動性・移動性などの性格をもつのである。
　以上は，名詞と動詞の組み合わさったカザリについてのべたが，名詞のないカ
ザリもある。
　　例69元来た道　（桜7－1）
　　例70　帰るみち　（遵180）
　　例71　隣の間は，坐るところもない　（時259）
　こうした組み合わせでは，名詞なしでカザリが構成されているのであるから，
ヵザリの中の動詞と，全体としてのカザリとが一致するわけである。なお今回と
りあげている問題の範囲には，このような形の組み合わせば少ない。
　結びつきの性格結びつきの性格は，カザリとカザラレの関係において成立す
るものであって，これをバラバラにしては存在しない。その意味で，今までのべ
てきたカザラレの性格やカザリの性格は，結びつきの性格そのものではない。し
かし，それらは，結びつきの性格に影響を与える重要な要素である◎そういう要
素をきちんととらえたうえで，始めて結びつきの性格をあきらかにすることがで
きる。そういう観点から対象に接近した。
48動詞の連体修飾法（2）
4場所的な結びつき
　空閤的な結びつき　場所的な結びつきとは，カザリが，カザラレの表わすものを
場所とすることがらを表わす結びつきである。こういう見方をした場合に，例24
はそれに当たるようであるし，例28はそうでないようであるということは，すで
にのべたが，その時は，それはカザラレの語イ的意味の性格によるだろうと考え
た。
　　例24　小さな池のある薩　（時273）　｛　　　　　　　　　一　㎜　 　　 　 　　 ロ 　　コ　い　コ　　例28引出しのある机　（資料外）
　しかし，次の2対をそれぞれくらべると，カザリを組み合わせから切り離した，
カザラレの語イ的性格だけではかたづけられなくなる○
　　例56　長火鉢のある茶の間　（時123）｛例，、窓のあ、榔轟、7、）
　　例72　三味線の糸を入れた箱　（時188）｛例、7齋のあ眼識33）
　どちらの対も上の方が場所的であり，下の方が状態的であるようであるが，そ
の違いは組み合せの中でしか説明がつかないようである。そこでこれらの諸例の
組み合わせをながめると，例24・56・72には共通した結びつきの性格を見出すこ
とができる。
　この組み合わせにおいて，カザラレである　「庭」「茶の間」「箱」は，いずれ
も，表面または内部に何かをおく空聞（予定空闘）をもったものを表わし，そし
て，カザリがその空間に存在することがらを表わしている。
　それに対して，例25・17は，カザリが，その空間でない所に存在することがら
を表わしているし，例28はカザラレの表わすものに，そういう空間が予定されて
いない。この三者に共通するのは，カザリがカザラレの表わすものの実体におい
て存在することがらを表わしていることである。
　上のようなことから，ここに二種類の結びつきを見出すことができる。カザリ
が，カザラレの表わすもののもつ予定空間において存在・運動することがらを表
わす結びつきを「空間的な結びつき」と呼び，カザリが，カザラレの表わすもの
の実体において存在・運動することがらを表わす結びつきを「状態的結Pt’つき」
と呼ぼう。
　空間的な結びつきと状態的な結Pt’つきとは明らかにことなる種類の結びつきで
あるが，その中間に位する結びつきもある。
　　例73　畳を敷いた四畳豊　（真48）
　　例74　テーブルかけをかけたテーブル　（道：5）
例75
例32
例76
例77
例78
草の生えた道　（資料外）
井戸のある細い通り　（時133）
雪のつもった道　（道145）
花営｝の散らかったゑ間
熱気のこもったへや
　（鄭3）
（資料外）
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　例73～78は，いずれもカザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間に存在
することがらを表わしている点で空聞的な結びつきの側面をもっているが，しか
しそれによってカザラレのもつ空間性がおかされていない。いわば空間作りの作
業に参加するような形で，実体において存在するという側面をもっている。こう
したものは，空間的な結び：つきと状態的な結びつきの中間にあるものであって，
これを「空間づくりの結びつき」と呼ぼう。
　空欄的な結びつきは，さらに動作・空間的な結びつきと存在・空間的な結びつ
きに分けけられる。前者は例79～81のように，カザリが，カザラレの表わすもの
のもつ予定空間で行なわれる動作を表わし，後：者は例82～88のように，その空間
に存在することがらを表わす。
　　例79　蕾自分が育てられた：田丁　（桜112）
　　例80浅見先生が牧：師として働いて居る会堂　（桜14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　ニかスケ　　例81　リンゴ，タバコを売ってみる屋台店　（道58）
　　例82籾を積み上げた薩の内　（千162）
　　例83　遺骸を寝かせてある隣の間　（蒋259）
　　例84　水のたまったくぼみ　（道51）
　　例85　死骸をのぜた薙　（蒔56）
　　例86　伸子たちののっている櫨　（道15）
　　例87　どっさり物をのせた三盆　（道51）
　　例88　水を入れた手・桶　（桜61）
　動作・空間的な結びつきの場合は，カザラレがふつう場所名調（空間と位置をも
った名詞）であるが，存在・空間的な結びつきの場合は，カザラレが場所名詞で
ある場合と，入れ物・乗り物名詞（位置をもたない）である場合とがある。
　カザラレが場所名詞であって，カザリの動詞が，ものをおいたりくっつけたり
するような他動詞である場合，その動詞の実現する文法的意味の性格によって，
動作・空聞的な結びつきになったり，存在・空間的ないし状態的な結びつきになつ
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たりする。たとえば例82の組み合わせが，もし「私が積み上げた」という動作的
な意味ならば，動作・空聞的な結びつきであり，「現在積み上げられている」とい
う状態的な意味ならば存在・空間的な結びつきである。また，たとえば例89が，
もし「かつて私がアスファルトを敷いた（しかし今は舗装がとれているかもしれ
ない）」という意味ならば，この組み合わせば，状態的な結びつきではなくて，
動作・空聞的な結びつきである。
　　例89　アスファルトを敷いた道路　（資料外）
　しかし，こういう（例82・89のような）場合，カザリの中に主語がなければ，
動作・空間的な結びつきになることはまれである。
　ここで，空間的な結びつきを実現するカザラレ名詞についてのべる。
　動作・空間的な結びつきを実現する組み合わせでは，』カザラレが場所名詞であ
る。ここに場所名詞というのは，予定空間と位置をもつものを表わす名詞で「町・
国・道」のような土地の昂る区画，「空・山・谷」のような自然のものから「家・
学校・室・玄関・階段」のような建物などを含む。また，これに準ずるものと
して「階級・階層・世界・世の中」のような社会的な空間と位置をもつもの，
「戦争・事業・会・市」のように一定の状況的位置をもつものなどがある。ま
た，場所の抽象概念を表わすものとしては「ところ・場所・位置・場・立場・環
境」などがある。
　　例90　平和に暮らUてるる社会　（真201）
　　例91子供の時分から聞き慣れた可懐レk、言葉鐙話豊れる世界　（桜102）
例92　山瀬が出席しなければならない会議　（真94）
例93達磨を売る市　（千176）
例94陣羽織にだんぶくろ，火縄筒を持って調練しつつ出かけていった維新の戦争
　　　　（｝｝寺248）
’　例95　それが唯一の哲学である彼女の環境　（真177）
　　例96女の学問をする場所　（桜178）
　　例97舞台を斜に見なければならない二六　（真134）
　存在・空聞的な結びつきを実現する組み合わせでは，カザラレは入れ物・乗り
物名詞になることが多く，また場所名詞になることもある。入れ物・乗り物名詞
というのは予定空間は持つが位置を持たない名詞である。これには「鉢・箱・タ
バコ入れ・盆・茶わん」などの入れもの，「車・饒」などの乗り物，「机・台・七
輪」のようなものをおく台がある。そのほか「かべ・ぼうしかけ」のようにもの
をかけるところや「帳面・便箋」のようにものを書く紙などがこれに準じる。
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　　例98　小父さんが釣に来てよく腰をかける石　（桜73）
　　例99　繰聞書いて置いて貰った帳面　（時88）
　カザラレが場所名詞や入れ物名詞であっても，カザリがその実体に存在するこ
とがらを表わす場合は状態的な結びつきになる。場所的名調よりも，入れ物名詞
のほうが実体的側面が強い。さきに「3結びつきに接近するための観点」でカザ
ラレ名調の語イ的意味の性格についてのべたことは，このことと関係が深い。
　空間的な結びつきのカザリの性格については「5状態的な結びつき」のところ
でのべる。
　箇所釣な結びつき　空閲的な結びつきの場合，カザラレは予定空聞をもつもの
を表わすが，その空間が極度に小さくなったり，ゼロになったりすることがあ
る。
　　eif／OO旗の立っている地点で折り返す　（資料外）
　　例101二つの円の接する点　（資料外）
　　例102　中線の底辺と交わる所　（資料外）
　上のような組み合わせば，あとにのべる「位置的な結びつき」を実現する組み
合わせと似ているが，後者においてはカザリの示す動作がカザラレの表わす位置
を含むところの，より広い空間で行なわれるのに対し，前者においては，カザラ
レの表わすところそのものにおいて行なわれる。この意味で，例1eo～102は空間
的な：結びつきに属する。
　上の3例のうち例100は，存在・空聞的な結びつきであり，101～102は動作一空
間的な結びつきである。
　この結びつきを一つのカテゴリーとしてとり立てるほどのこともないと思う
が，カザラレがカザリの表わすことがらのある，まさにその箇所を示している点
に着渇して，「箇藤的な結びつき」と呼んでおこう。
　さきに例23～29で，「ケイのあるところ」「引出しのあるところ」のように二かえ
てできた組み合わせも箇所的な結びつきといえよう。つぎの3例も闘じである。
　　例103　あの広小銘で馬車の停ったところにあった並木　（桜112）’
　　例104中央の大テーブルの多計代がいつも礁る場賑の下に　（遡32）
　　例ユ05　……の物語のある部分　（道38）
　箇所的な結びつきを実現する組み合わせでは，カザラレは，場所を示す抽象名
詞である
　位置的な結びつき　次のような紐み合わせでは，カザラレは，位置を表わす名
講であり，カザリは，そのカザラレの表わす位置を起点，終点，遍過点，接点，
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交点とする運動を表わしている。この結びつきを「位置的な結びつき」と呼ぼ
う。
　　例106一時間前遁げ込んだ畔引　（真211）
　　例107女中に案内された茶の間　（桜195）
　　例108　松並木が行く先にあった。（桜202）
　　例！09　君が来て呉れた高輪の家　（桜172）
　　例110　モスクヴへ入る一つの門　（道25）
　　例！11客の出入する格子を踊けて　（桜30）
　この組み合わせのカザラレになる名調は，位置さえあれば空間は要求されな
い。「門」「格子」「先」などは，点でさえあれば，面であったり線であったりす
る必要はないのである。この点は空間的な結びつきと異なっており，その故に，
場所性の名詞を次のように3種類に分ける根拠が生じる。
　　空閥と位置をもつ名詞……場所名詞
?｛
　　空間をもち，位置をもたない名詞……「入れ物・乗り物名調」など
　　位置をもち，空間をもたない名詞……「門・終点・通過点・地点」など
　この組み合わせのカザリの方には，移動動作を表わす動詞が使われる。「行く」
「来る」「通う」「還る」「出る」「はいる」「集まる」などの動詞が多いQ
　この組み合わぜでは移動動詞が使われるが，仮定の移動によって位置や距離を
表わすこともある。
　　例112塗岸か鑓頁マイルも奥1こ盛・つ1遺些（真108）
　　　　　　　　　　　　　　そニく　　例1！3賛顕謡ら．少レ互滅な垣の傍　（時245）
　　例114　鉄道の踏切を越えた石蝦の下　（干18）
　　例1！5三三璽；公lliっゴζ塾醜功三門・伸子たちのみるホテル・パッサージだった。
　　　　（道48）
　　例116　覧箋蕉～尽きなζ孟盈．　（桜20）
　　例117風霜勢D戸をあけた惣猛ある三畳ばかりの一間（蒔24）
　このような，仮定的な移動動作を示す場合には，カザリに主語がないのがふつ
うである。
　位置的な結びつきが実現される場合には，カザラレ名詞の位置性が要求され，
人名名詞も家になることは，すでに例53でのべた。
　例118は「集める」という語を使っているが移動性でなく，存在性である。存
在性であるとすればカザラレの要求空間のことがらかどうかが問題になるが，そ
うでないので，状態的な結びつきである。同様に「はいる」なども移動動作を表
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わしたり，存在状態を表わしたりする。
　　例118　獲致のある色遷塗集めた書意．（桜180）
　蜜間・位置的な結びつき　カザラレが通過位置を表わす場合，その位置が一点
でなく，一定の空間をしめている時には，空間的な結びつきをかねることにな
るQ
　　gj　・16　食覚から寄宿舎の方へ逓ふ道　（桜ユ16）
　　例119彼が好きで歩いて行く道（桜111）
　　例！20　塁慧i一蓋璽方盤勉まってゆく階段　（道296）
　　例】21　私達の歩いて行く河岸　（千72）
　　例122　伸子たちが歩いて行く歩道　（道152）
　　例123　通ひ慣れた市街の中でも　（桜111）
　これらの組み合わせでは，カザラレが「道」またはそれに類するものになるこ
とが多く，カザリは「通る」「行く」「来る」などが多い。「歩く」「走る」などの
語は「歩いて行く」「走ってくる」などの形になってここに仲間入りする。
　このような，空闘的な結びつきと位置的な結びつきをかねたものを，「空間・位
置的な結びつき」と呼ぼう。
　以上にのべたように，場所的な結びつきとして，基本的に空聞的な結Ptつきと
位置的な結びつきがあり，それのあわさったものとして，空間・位置的な結びつ
きがあるわけである。
5　状態的な結びつき
　状態的な結びつきとは，カザリが，カザラレの表わすものの実妹において存在・
運動することがらを表わす結びつきである。
　この組み合わせのカザラレには，たいがいの名調がなることができる。なりに
くいのは，次のような名詞である。
　　（i）　空問・位置だけを表わして実体を表わさない，場所的な抽象名調……
　　　「ところ・場所・位置・点・地点」など。状態的な事実を表わそうとして
　　　も，カザラレにこれらの語を使ってしまうと，場所的な結びつきの測面が
　　　出てきてしまう。このことは，例23～29のところでものべた。
　　（iO　その他実体性のうすい抽象的な名調一般……これは，次の二つの理由
　　　による。
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　　　　①状態的な結びつきを実現する組み合わせでは，カザラレが実体を表
　　　　　わさなければならない。
　　　　②名調が抽象化すればするほど，ものごとのとらえ方がはっきりして
　　　　　きて，そういう名調がカザラレになった場合，カザリの受け方，つま
　　　　　り結びつきのありかたに対する要求力が強くなる4）。
　なお，予定空間と実体とをあわぜもつ場所名詞や入れ物・乗り物名詞などは，
その空間と実体のウェイトのあり方で，状態的な結びつきを要求する度合が異な
る。これらのことは，すでに，「4場所的な結びつき」の「空間的な結びつき」
の項でのべたので，ここではくりかえさない。
　状態的な結びつきには，存在・状態的な結びつきと，状況・状態的な結びつきと
がある。前老は，カザリが，カザラレの表わすものの実体において存在するもの
ごとを表わす結びつきであり，後者は，カザリが，カザラレの表わすものの実体
の部分または周辺にあるものの状態や動きを表わす結びつきである。
　　例17　蒔絵のある硯箱　（桜133）
　　例28引出しのある机（資料外）
　　例124　そばかすのある，小さい富美子　（真18）
　　　　　だったん　　　　そ　　　　　　　　ほこ　　例！25　縫鞄風に反りのある矛形飾り　（道110）
　　例126奥ゆきのある張趣」嘘　（道17）
　　例127　温みのある表情　（桜199）
　　例128　ッンとしたところのある匂ひ　（道124）
　　例129　光沢のある紙　（桜76）
　　例130　辛しみのある沈黙　（真69）
　　例131特色のある隆い鼻　（桜204）
　　例132大きな輪かざりの見える門　（桜211）
　　例王33　シ。ウ・ウヰンドウが一面に白く凍ってみて花の色も見えない花屋の店
例134
例135
例136
例137
例138
例139
例140
例141
（道15）
三目ののこっている信子　（道141）
金1釦のついた新調の制服　（桜152）
バタをつけたパン　（道11）
矛御飾りのついたクレムリンの城壁　（道110）
仕切りのついた箱錠　（遡9の
旧習な模様のついた芝居茶屋の団溺　（桜24）
学士の肩書の附く貴方　（真53）
更紗の布のはられた肱かけ椅子　（道190）
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????????????????????????????ェ???????????????????????ェ??ェ????????、?????? ? ?金網を張った明り窓　（桜43）爲分葱姓が貼られてある仕切り
「いせざきや」と仮名で書いた習い鷺板
（道196）
　　　（桜エ29）
正午にアーチの形を描いた由壁　（桜ユ80）
靴をはいた足　（道14）
皮手袋をはめた手　（道116）
塾⊆1　、一ま2塵、論定　　（莫80）
荷物をかけた彼の肩　（桜222）
カラーをはだけたワイシャツ　（道99）
箸をさしゾこし旨盛飯　　（隠259）
針をさしたつくろひもの　（道129）
薄明りのさす座席　（道37）
夏Q藏面出し起昏蒙　（桜67）
神経的な嫌悪を浮かべた顔
唐草模様のうき出た壁紙
十掌架の飾られた尖った屋根
　（鄭32）
（道131）
　　（桜14）
古い苔の生えた墓石　（桜168）
昌泰の構えた：男　（時298）
綺麗に爪みがきの出来た指　（真80）
総麗に剃刀のあたった類　（真114）
綿の厚く入った黄縞のねんねこ　（時14）
論い斑の入った羽　（桜玲2）
世帯論れの登そん藍中年の主婦の眼つき　（道35）
ほこりのたまった：ふだん着　（真67）
一｛一字型置を高く置レ、た海軍畏　　（桜183）
環境というものに重きを躍いた文学史　（桜145）
嚢のつもった大きい樹　（道195）
白いものの勝った髭　（道151）
フランドル派や南欧のものをさへ交へた豊欝な墓集　（真62）
口重さと沈着の一緒になった米子　（真48）
革表紙の手擦れた塗書　（桜15）
捲毛の渦まく頭　（道192）
胴のふくらんだ黄土色の太い二本の妊　（道196）
腰の甫1つた青木の親戚のお婆さん　（桜173）
さきのプツンときれたGペン　（道130）
鼻のさきが一寸上向きになっている容貌　（道83）
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　　例i78　その煙で目を細めた顔　（道95）
　　例179　丸っこい鼻のさきを一層光らした顔　（道190）
　　例180　いつも眠さうな閉をしたその円い顔　（真107）
　　例181化粧をおとした顔　（道201）
　　例182　ボタンの一つとれたジャケツ　（道76）
　　例183　：沸の葉の落ちた並木　（桜113）
　　例184　宝石の光る指　（真141）
　　例185壷の流されている酋の座　（道112）
　　例186　きつい脂のういた美味さうなボルシチ　（進31）
　　例187裾に刺繍のある摂本服　（道83）
　　例188襟に狼の毛のついた外套　（道102）
　　例189爪に染料のあとの附いた手　（真208）
　　例190　小さい眼に力の入った表情　（道29）
　　例191ふくらみのへった雪　（道209）
　　例192　少し豊のさめた水色Qス．ウ、モニタニ　（遵54）
　　例193　いくらか古びの目立つ海老茶色の外套　（道194）
　　例194立場のきまってみない伸子　（道86）
　　例195　意味のはっきりしなヤ、不愉昧事　（道169）
　以上たくさんの弼をあげてきたが，このうち，例171までが存在・状態の結び
つきを実現している組み含わぜであり，例172からが状況・状態的な結びつきであ
る◎
　存在歌態の結びつきのカザリには，次のようなものがある○
　　（i）　「ある・残る・晃える」のような，存在を表わす動詞，または存在の
　　　側面が強く出た勤詞が使われているもの。
　　（li）　「つく・つける・はる・書く」のような，くっつくことを表わす動詞
　　　を使って，何かがくっついて存在することを表わすもの。
　　（iii）　「はく・はめる・はまる・かける・あたる・さす・うかべる・うかぶ・
　　　いれる・はいる・かざる・つもる・たまる・おく」のような，ふれた状態
　　　で存在することを表わす動詞を使って，何かが，そこに存在することを表
　　　わすもの。
　　（iの　「はえる・できる・生じる・現われる」のような，出現を表わす動詞
　　　を使って，何かがそこに現われて存在していることを表わすもの。
　　（v）　「交える・まじる・案配する」のような，配合を表わす動詞を使っ
　　　て，構成部分の存在することを表わすもの。
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　なお，（i）の「見える」は例132～133のような使われ方の場合であって，例196・
197のような使われ方の場合は，知覚の側面が打ち出されており，この組み合わ
せば，運動・空聞的な結びつきとなる。
　　例196　随平の嵌礁子を通して隅田川の見える二階獲敷　（桜94）
　例197　富士山の見える団地　（広告）
状況・状態の結びつきのカザリには，次のようなものがある。
　（i）　部分のことをのべたもの　（例172～180）
　（ii）　くっつきもののことをのべたもの　（例181～184）
　（iii）　発生物のことをのべたもの　（例185～186）
　（iv）　部分に生じたものごとをのべたもの　（例187～190）
　（v）　側面もしくは抽象的な所有物についてのべたもの　（例191～195）
　以上，カザラレが予定空間をもたないものを表わす場合について，例をあげて
のべたが，予寒空間を持つ場所名詞や入れ物名詞などの場合には，カザリの示す
ことがらが予定空間に存在しないという条件がつくので，かなり制限される。こ
れを，今，存在・状態の結びつきと状況・状態の結びつきIC分けてのべた各5項目
のそれぞれについてのべてみよう。
　存在・状態の結びつきの場合
　　（i）　カザリの中の動詞が存在動詞で，名詞が具体物を表わす場合，ふつう
　　　予定空間に存在するものを表わすので，この結びつきになりにくい。とく
　　　に，動詞が「いる」のような意志性の存在動詞である場合はいっそうそう
　　　である。カザリ名詞が具体物で，この結びつきになるのは，例17・25のよ、
　　　うな場合である。
　　（ii）　例34～36や例198のようにカザリの名詞が側衝や抽象的な所有物を表
　　　わしている場合にはこの結びつきになる。
　　例198　私達は眺望のある工階の部屋へ案溝された。（千35）
　この点で，側面や特徴を表わす名詞を一群としてまとめ出すことに語イ・文法
的な意味がある。
　　（iii）　くっつくことを表わす動詞が場所性の名詞をかざることは非常に少な
　　　い。カザラレが建物や入れものの場合も，これがくればふつうは，この結
　　　びつきになる。例52・131・137などは，この少ない例に属する。
　　（iv）（v）　ふれた状態で存在することを表わす動詞の場合は，（i）と同様，．
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　　　ふつう空間的な結びつきになる。状態の結びつきになるのは，例51のよう
　　　な場合で，あまりない。なお，これと似たものに空間作りの結びつきのあ
　　　ることはすでに例72～77でのべた。
　状況・状態の結びつきの場合
　　（i）　部分については同じ○（例43・45）
　　（ii）　くっつきものについては，いろいいろの程度があってその限界に一線
　　　を画しがたい。（例40～42）これに関しては，状態的な結びつきと場所的な
　　　結びつきの間に中間的なものがずっとつながっていると考えるより仕方が
　　　ない。
　　（iii）　発生物に関しても中間的なものと考えるのがよいだろう。（例199）
　　例199ペンキの香のする階段　（桜88）
　　（iv）　部分に生じたものについては，もの名詞の場合と同様のことがいえ
　　　る。（例44・200）
　　　　　　　　　　　　　　　どて　　例200　石垣の上に芝生の生えた鳩　（時261）
　　（v）側面ないし抽象的な所有物についてのべたカザリがある場合には，状
　　　態的な結びつきになる◎（例201～203）
　　例201なかみのわからない籠　（道115）
　　例202寄宿禽から晃るとは方角の違った学校の構内　（桜89）
　　例203　値の出た広い地面　（時307）
　今までのべてきた状態的な結びつきは，カザリがある状態を表わし，カザラレ
　　　　　　ぬしがその状態の主を表わしている。この点で，例204・205のカザラレがカザリの表
わす動作の主体を表わしているのと似ている。
　　例204　外出の支度をしている母　（真7）
　　例205　壁に掛った額　（桜180）
　しかし例204～205などの組み合わせば，カザリのあらわすことがらがカザラレ
の表わすもののワク内でおこっているのではないという点で，状態的な結びつき
と異なっている◎
　状態的な結びつきは，場所的な結びつきの形をかりて，場所的な結びつきから
独立した独自の結びつきなのである。その意味で，場所的な結びつきとも，主体
的な結びつきとも異なる独立のカテゴリーをつくっているのである。この点で，
前回報告のAの内部は修正しなければならない。
　状態的な結びつきか主体的な結びつきかが今のところ明らかでないものに，例
206～208のようなものがある。
　　例206袴をつけた老人の執事　（真116）
　　例2◎7着物を着た赤ん坊　（資料外）
　　例208　かみしもを着せた小猿　（資料外）
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　例206～208は，カザリがカザラレの表わす実体のまわりに存在することがらを
表わしている点で146～147と同じである。しかし，例206～207はカザラレが「つ
ける」「着る」という動作の主体でもある。この辺の問題は，今のところどうと
らえてよいのかわからない。
6周辺の問題
　ぬきだしの結びつき　箇所的な結びつきのうちの，「ケイのあるところ」式の
ものは，ある部分をぬきだす働きをそなえている。このぬきだしの働きは，空間
的な結びつきの中で行なわれているが，次のような場合には，主体の結asつき
（例209～211）または対象の結びつき（例212～214）とだぶった形で出てくる。
　　例209　あまった：ところ　（道73）
　　例210入ロのドアの左手に議るところ　（道176）
　　例211小建築の律来に接した部分　（桜179）
　　例212　霧けるところを雀く　（真156）
　　例213　ッケツケと思ふところを言って　（時273）
　　例214　何か御むところがある。（時288）
　そして例215～215では純粋にぬきだしの鋤きをする。
　　例215　絡別にごだはったところもない　（道21）
　　例216　活々したところ　（桜69）
　　例217人を熱中させるところ　（道90）
　　例218　原作を見せてくれる点だけでも　（真63）
　　例219入の利己心を無視した点において　（真144）
　例209～214のような組み合わせを「ぬきだし・主体的な結びつき」および「ぬきだ
し・対象的な結びつき」と呼び，例215～219のような組み合わせを「ぬきだしの結
びつき」と呼ぼう。「ぬきだしの結びつき！は具体化の結びつきであり，ぬきだし
・主体的な結びつきや，ぬきだし・対象的な結びつきは，叙述関係・具体化の結Pt’つ
きである。したがって，これらは場所的な結びつきとは切り離してよいだろう。
　時間的な結びつきとの関連
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例220
例22エ
例222
休まうとしてみたところへ　（真17）
「ツシマ」という長篇を書いてみるところだった：（道182）
　　　　　帰るみちで　（道180）
　一ヒのような組み合わせの中に場駈的な結びつきから蒔聞的な結びつきへの移行
が見られるQ
　総主語の問題　今回とりあげた問題，特に状態的な結びつきを実現する組み合
わせば，；裏返しにすれば，多くは総主諮をもつ文形式となる。もちろん裏返しに
することは文法形式をくずすことであって，直接の接近法にはならないが，事実
関係の把握においては，深く関連している。今後，これをあわせて考えていく必
要があろう。
7　そもそも何か
　「赤い花」という場合，カザリはカザラレの性質を規定している。　「馬に乗っ
た話」という場合，カザリはカザラレの内容を規定している。というような意味
で，ここにとりあげた組み合わせでは，カザ弓はカザラレの何をどうしているか
という，最も基本的なことが，今のところはっきりしない。
　「水を入れるコップ」はカザリがカザラレの用途を規定し，「水を入れたコッ
プ」は状態を規定するというようなことになればr水を入れるのに使うコップ」
が用途を規定し，「さかさにふせられたコップ」が状態を規定することになって，
今までやってきた分類とは全然異なるものになってしまう◎しかも，それは，修飾
が限定か装飾か5）というような文，あるいは文章の中でしか扱い得ない問題でな
く，組み合わせの申での問題であるようにも思える。しかも，用途か状態かとい
うようなことが文法の問題であるかどうかもわからない。
　このあたりの基本的なことが明らかでない中で，ただ事実関係が組み合わせの
形態にひびくところだけを事実に即して調べたのがこの論文である◎
　基本的なことがはっきりしないため，各カテゴリーの命名もその場その場で行
なったので一貫性がない。これらの名は，基本的な考察を深める中で修正されな
ければならないであろう。
8　ま　と　め
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カ月ゴリー間の関係は図の通りである。
　　　　　　　　　　　〈カテゴリーの関係図＞
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　各カテゴリーをまとめて規定しておく。
　場所的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ場翫（予定空間ま
たは位置）において存在・運動することがらを表わす結びつき。
　瞬間的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間において
存在・運動することがらを表わす結びつき。
　動作・甕聞的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間に
おいて行なわれる動作を表わす結びつき。
　存在・空問的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間に
存在することがらを表わす結びつき。
　箇所的な結びつき　空間的な結Pt’つきのうち，カザラレが，カザリの表わすこ
とがらがまさに行なわれるその場所だけを示しているもの。
　位置的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ位置を起点，終点
または通過点とする運動を表わす結びつき。
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　空間・位置的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間を
通過空聞とする運動を表わす結び：つき。
　状態的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ実体において存
在・運動することがらを表わす結びつき。
　存在・状態的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ実体におい
て存在していることがらを表わす結びつき。
　空間づくりの結びつき　カザリが，カザラレの表わすもののもつ予定空間の化
粧に参加することがらを表わす結びつき。
　状況・状態的な結びつき　カザリが，カザラレの表わすものの実体の内部また
は周辺（ただし，予定空間を除く）に存在するものの状態または動きを表わす結
Pt’つき。
　カザラレとカザリの性格　カザラレに関しては，予定空間や位置をもつかもた
ないか，実体をもつかもたないか，それらをどの程度にもっか，などが大切であ
り，カザリに関しては，予定空間や位置における動きであるかいなか，実体に関
することがらであるかいなか，などが大切である。
注
1）「国立國語研究所論集1一ことばの研究」の中の「動詞の連体修飾法」（1959年）。
2）　「劇場で」は「劇場」のデ格「小道は」は「小道」のとり立て形である。このよ
　うに単語が文の中でとる形を「文法的な形」と呼ぶ（麦書記発行「文法教育」参
　照）。
3）　窟重∫回幸艮告「3　叙述規定と具体規定」。
4）　前回報告「10名詞の分類へ」参照。
5）　このことについては，イェスペルセン「文法の原理」や川端善明「連体（一）」
　（「季語國文」1959年10月）が参考になる。また，これが組み合わせ論の問題でない
　ことについては，宮島達夫氏が1960年6月16日に言語学研究会で報告している。
